
本号の特集にあたって
我が国では，軟弱な地盤が広く分布し，自然界そのままの物性では地盤材料として期待すべき

機能を有さない地盤が多々見受けられます。他方では，環境へ配慮する意識の高まりとともに，

建設副産物等も地盤材料として有効利用を図るため，技術の開発に取り組まれるようになって久

しい状況です。さらに東日本大震災による復旧では，新材に代わり大量に発生した災害廃棄物を

利用する取り組みも進められております。そうしたことからも，セメント系安定処理土や様々な

軽量安定処理土といった人工地盤材料のみならず廃棄物を活用した人工地盤材料を開発して利用

することは，地盤工学の分野において大きな期待と役割を担っています。

このような背景を踏まえ，本号では「人工地盤材料」と題して，各種人工地盤材料を用いた研

究やモニタリング，活用事例についての特集を企画いたしました。総説では，これまでの人工地

盤材料の定義・分類や種類をはじめ，開発の動向と今後の展望について解説がされております。

1 編の論説では，人工地盤材料の利活用の課題をリスク論的観点から解説されております。さら

に，5 編の報告では，東日本大震災で発生した災害廃棄物の試験盛土のモニタリング，浚渫土砂

ブロックの長期強度及び海洋環境への適応性，現地発生土を利用した締固め砂杭工法の事例，竹

チップを用いた高含水比底泥による地盤改良効果と長期耐久性，廃棄発泡プラスチックを用いた

混合土の圧縮特性に至るまで幅広いテーマに関する知見で執筆していただきました。

本特集が多くの会員の皆様にとって有益なものとなり，人工地盤材料への活用が促進され，今

後さらなる発展に寄与することを期待しております。
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